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　今年の新入学児童数は、38名。４月12日、緑小学校で新１年生の給食が始まった。
　この日の献立は、「ハヤシライス・バンバンジーサラダ・牛乳・デザート」。全校生徒での
ランチタイムは、楽しいひと時です。
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補
助
事
業
休
止
と
な
っ
て
い
た
「
夕
張
市

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
制
度
」
が
、
平

成　

年
度
か
ら
補
助
内
容
を
充
実
し
再
ス

22
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
居
住
す
る
住
宅
に
合
併
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
、
設
置
費
の
一
部
を
市
が
補

助
し
ま
す
。

【
補
助
の
対
象
と
な
る
方
】

�
住
宅
の
新
築
、
建
替
え
ま
た
は
増
改
築
に

伴
い
、
新
た
に
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
方

�
汲
み
取
り
式
便
所
ま
た
は
既
設
の
単
独
浄

化
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え
し

よ
う
と
す
る
方

【
補
助
の
対
象
と
な
る
地
域
】

�
平
和
以
北
地
区

①
下
水
道
法
の
認
可
を
受
け
た
予
定
処
理
区

域
の
う
ち
、
供
用
開
始
区
域
を
除
い
た
地

域
②
下
水
道
の
認
可
区
域
外
の
地
域

�
清
水
沢
以
南
地
区
と
富
野
地
区
を
含
め
た

す
べ
て
の
地
域

【
対
象
と
な
る
住
宅
】

　

主
に
居
住
と
し
て
使
用
す
る
住
宅
で
、
小

規
模
店
舗
な
ど
を
併
設
し
た
住
宅
と
賃
貸
住

宅
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

①
販
売
目
的
で
浄
化
槽
付
き
専
用
住
宅
を
建

築
（
増
築
と
改
築
を
含
み
ま
す
。）
す
る
方

②
住
宅
を
借
り
て
い
る
方
で
、
賃
貸
人
の
承

諾
を
得
ら
れ
な
い
方

③
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
方

④
そ
の
他
、
当
該
事
業
の
目
的
の
達
成
に
関

し
、
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

【
補
助
金
の
額
】

　

浄
化
槽
本
体
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し

て
、
次
の
表
に
定
め
る
限
度
額
以
内
で
す
。

※
設
置
費
用
が
、
補
助
限
度
額
に
満
た
な
い

場
合
は
、
実
支
出
額
と
な
り
ま
す
。 

【
申
請
か
ら
補
助
金
交
付
ま
で
の
手
続
き
】

�
補
助
金
交
付
申
請

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
補
助
金
交
付
申
請
書
に
次
の
書

類
を
添
付
し
て
、
市
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
審
査
期
間
を
経
過
し
た
浄
化
槽
設
置
届
出

書
の
写
し
、
ま
た
は
建
築
確
認
申
請
書
の

写
し

②
設
置
場
所
の
案
内
図

③
借
り
て
い
る
住
宅
に
設
置
す
る
方
は
、
賃

貸
人
の
承
諾
書

④
浄
化
槽
の
設
置
工
事
見
積
書

⑤
浄
化
槽
施
工
業
者
と
の
工
事
請
負
契
約
書

の
写
し

⑥
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
す
る
書
類

⑦
浄
化
槽
の
型
式
適
合
認
定
書
の
写
し

�
申
請
書
受
付
期
間

　

毎
年
度
、
４
月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で

10

31

の
受
付
で
す
。

�
実
績
報
告
書
の
提
出

　

補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
方
は
、
補

助
事
業
完
了
後
１
ヶ
月
以
内
、
ま
た
は
当
該

年
度
の
３
月　

日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

31

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
実
績
報
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

�
補
助
金
の
請
求

　

市
か
ら
補
助
金
交
付
額
が
確
定
さ
れ
た
方

は
、
補
助
金
交
付
請
求
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※
補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
市
環
境
生
活
グ

ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
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市
は
提
出
さ
れ
た
実
績
報
告
書
を

審
査
し
、
補
助
事
業
の
成
果
が
補
助

金
の
交
付
決
定
の
内
容
と
こ
れ
に
付

し
た
条
件
に
適
合
す
る
と
認
め
る
と

き
は
、
補
助
金
の
交
付
額
を
確
定
し
、

通
知
し
ま
す
。

　

市
は
、
適
正
に
執
行
さ
れ
た
補
助

事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

市
は
内
容
審
査
し
て
補
助
金
交
付

の
可
否
を
決
定
し
、
通
知
し
ま
す
。

限度額補助対象浄化槽

352,000円５人槽　　

441,000円６～７人槽

588,000円８～10人槽

1,002,000円11～20人槽

1,545,000円21～30人槽

2,129,000円31～50人槽

2,429,000円51人槽～　

��������



�� ��������	
	���

　

平
成　

年
７
月
か
ら
、
資
源
ご
み
の
分
別

22

収
集
が
７
品
目
か
ら　

品
目
に
変
わ
り
ま
す
。

10

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
た
め
、
各
地
域
で
の
「
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

５
月　

日
以
降
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

10

す
。
多
数
の
方
の
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
実
施
し
て
い
る
７
品
目

空
き
缶
（
①
ア
ル
ミ
缶
、
②
ス
チ
ー
ル
缶
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

ガ
ラ
ス
び
ん
（
④
無
色
、
⑤
茶
色
、
⑥
そ
の

他
）

紙
製
容
器
（
⑦
紙
パ
ッ
ク
〜
中
が
ア
ル
ミ
箔

の
も
の
は
除
き
ま
す
。）

新
た
に
加
わ
る
３
品
目

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
（
⑧
）

紙
製
容
器
包
装
（
⑨
）

段
ボ
ー
ル
（
⑩
）

【
説
明
会
開
催
日
程
】

※
当
日
、
会
場
が
使
用
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
確
認
く
だ
さ
い
。

出
前
講
座
の
ご
案
内

　

ご
近
所
や
町
内
会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
、

詳
し
く
話
を
聞
き
た
い
方
は
、
出
前
講
座
も

行
い
ま
す
。
市
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

春
の
大
型
ご
み
の
収
集
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。

　

品
目
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
金
額
に
相
当
す

る
「
ご
み
処
理
券
」
を
貼
っ
て
、
当
日
の
午

前
８
時
ま
で
に
所
定
の
場
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

「
ご
み
処
理
券
」
を
貼
っ
て
い
な
い
も
の
や

規
定
ど
お
り
の
金
額
の
「
ご
み
処
理
券
」
を

貼
っ
て
い
な
い
も
の
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

ご
み
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
市
環
境
生
活
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
３
１
０
８
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６月（１日～21日）５月（10～31日）会　　　場地　区
午後６時１日栄アパート集会所

本庁地区

午後２時４日午後６時10日アディーレ会館ゆうばり
午後６時18日本町６丁目集会所
午後６時25日末広生活館
午後６時31日末広集会所（恵アパート）

午後６時８日末広集会所（翔アパート）
午後６時14日鹿の谷生活館
午後６時15日富野生活館

午後６時11日千代田コミセン
若菜地区 午後６時19日若菜町内会館

午後２時９日午後６時26日はまなす会館
午後６時12日清水沢市民研修センター

清水沢地区
午後６時２日清水沢生活館
午後６時10日宮前清栄生活館
午後２時18日午後６時20日清陵町さわやかホール
午後２時21日午後６時27日南清水沢生活館

午後６時13日南部コミセン
南部地区

午後６時４日岳見町集会所
午後２時11日午後６時14日農業研修センター

沼ノ沢地区 午後６時21日真谷地６区集会所
午後６時16日真谷地生活館
午後２時７日午後６時17日紅葉山会館

紅葉山地区
午後６時24日滝の上生活館
午後６時28日楓生活館

午後６時17日楓集会所

プラスチック製容器

紙製容器

ダンボール

収　 集　 地　 区収 集 日

社光、住初、本町、旭町、昭和、末広、鹿の谷、千
代田、若菜、常盤、平和、日吉、清水沢（１丁目～
３丁目、清陵町）

５月25日（火）

清水沢（清栄町、宮前町、清湖町）、南清水沢、南
部

　　26日（水）

沼ノ沢、真谷地、紅葉山（市街地）　　27日（木）
紅葉山（農地）、滝ノ上、楓、登川、富野　　28日（金）
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こ
の
度
、
本
市
の
固
定
資
産
税
（
土
地
）

の
一
部
に
つ
い
て
、
誠
に
遺
憾
な
が
ら
課
税

に
誤
り
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

夕
張
市
は
、
平
成　

年
度
に
お
い
て
、
新

21

し
い
基
幹
シ
ス
テ
ム
（
行
政
運
営
の
た
め
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
し
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
古
い
シ
ス
テ
ム
か
ら
新
し
い
シ

ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
を
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

整
合
性
や
関
連
性
を
確
認
し
な
が
ら
作
業
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
固
定
資
産
税
（
土
地
）
の

一
部
に
不
整
合
と
な
る
事
例
が
、
複
数
の
原

因
に
よ
り
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
場
合
、
平
成　

年
度
に
向
け
て
の
課

22

税
を
優
先
す
る
こ
と
が
急
が
れ
た
た
め
、
課

税
デ
ー
タ
の
移
行
作
業
を
行
い
な
が
ら
、
並

行
し
て
不
整
合
と
な
る
原
因
の
究
明
、
対
象

件
数
の
把
握
な
ど
に
つ
い
て
精
査
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
（
土
地
）
の
計
算
は
、
基
本

的
に
国
が
定
め
る
地
価
公
示
価
格
な
ど
に
基

づ
き
算
定
す
る
路
線
価
に
、
そ
の
土
地
の
位

置
や
形
状
に
応
じ
て
補
正
を
行
っ
た
う
え
で
、

地
積
を
乗
じ
て
価
格
を
求
め
、
こ
れ
に
負
担

調
整
措
置
な
ど
を
適
用
し
て
求
め
た
課
税
標

準
額
に
税
率
を
乗
じ
る
こ
と
で
税
額
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
今
回
の
課
税
誤
り
は
、
こ

れ
ら
の
計
算
過
程
に
お
い
て
、
次
の
原
因
に

よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

①
「
路
線
の
取
り
違
え
」
と
「
用
途
地
区
の

設
定
誤
り
」

②
「
画
地
計
算
の
誤
り
」

③
「
課
税
標
準
額
の
算
出
に
お
け
る
負
担
調

整
措
置
計
算
の
誤
り
」

④
「
誤
っ
た
軽
減
措
置
の
継
続
適
用
」

　

な
お
、
税
額
が
変
更
に
な
る
方
は
合
計
で

　

名
、
総
額
２
１
４
万
７
３
０
０
円
（
減
額

70
　

名 
１
５
８
万
５
７
０
０
円
、
増
額　

名 

33

37

５
６
万
１
６
０
０
円
）
で
あ
り
、
そ
の
内
訳

に
つ
き
ま
し
て
は
「
別
表
」
に
お
示
し
の
と

お
り
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
地

方
税
法
第　

条
の
５
第
３
項
の
規
定
に
基
づ

17

き
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
の
過
去

17

21

５
年
分
の
税
額
に
つ
い
て
適
正
な
も
の
に
更

正
し
、
還
付
ま
た
は
追
徴
等
の
措
置
を
講
じ

る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　

対
象
に
な
ら
れ
た
方
に
は
、
既
に
直
接
ご

連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
詫
び

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
内
容
の
ご
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
市
長
と
し
て
衷

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
賦
課
誤
り
に
つ
き
ま
し
て
深
く

反
省
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
複
数
の
職
員

に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
行
い
、
事

務
に
お
け
る
慎
重
か
つ
適
正
な
処
理
の
徹
底

を
図
る
な
ど
再
発
防
止
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
市
政
の
推
進

に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
別
表
】

市
内
・
市
外
別
内
訳 

変
更
に
な
る
税
額
別
内
訳（
５
年
分
の
合
計
）

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

計
市外市内

法人個人法人個人

3372519減額

3778616増額

7014101135計

計100,000円以上
10,000円以上
100,000円未満

2,000円以上
10,000円未満

2,000円未満

3374517減　額

37181216増　額

708121733計
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市営住宅を考える⑦　「住宅再編事業」
　本年度から市営住宅再編事業がスタートしますが、あらためて事業の内容をご説明いたします。現在、市
が管理している住宅は約4,000戸あり、そのうち約2,500戸の入居があります。住宅の老朽化や入居率の低下に
より、高齢者の生活不安が大きくなっており、新規建設・既存の住宅の改修・空家の除却を実施してまいり
ます。なお、各地域の住宅状況は次のとおりです。

建設課農林建設グループ（住宅管理）
　�５２－３１１９（直通）

　（１）　平成23年度からの新規建設に係る各種調査設計委託業務
　（２）　老朽住宅除却工事（南清水沢・清陵町など200戸）
　（３）　維持保全・機能改善事業（南清水沢・清陵町）

１．平成22年度の事業概要

浴　室
設置率

浴　室
設置数入居率管　理　戸　数地区区分 空　家入　居戸　数棟　数

96.7％11884.4％191031225本 町
99.3％28797.2％828128915末 広
32.5％2539.0％47307726鹿 ノ 谷
100.0％20881.3％3916920810千 代 田
82.6％24785.3％4425529940若菜・常盤・平和
40.4％21776.4％127410537144清 栄 ・ 宮 前
7.2％8141.7％6524671,119166清 陵
40.7％27753.9％314367681143南 清 水 沢
100.0％12661.1％49771267南 部
100.0％11086.4％159511028沼 ノ 沢
14.3％3644.4％14011225214真 谷 地
49.6％6567.9％428913125紅 葉 山
100.0％7270.8％2151724楓
46.5％1,86962.3％1,5172,5064,023627合　　　計

　市営住宅再編事業の説明・意見交換会を市民課が実施しますゴミの分別勉強会
と合同で行いますので、是非、ご参加下さい。（日程は、３ページをご覧下さい）

　市営住宅再編事業は、南清水沢地区に住宅を集約する事業ではありません。南清水沢は昭和30～40年代の
住宅が大半で、まず先に建て替えが必要なためです。また、一校化となる小中学校や高校にも近く、地域の
中核医療・交通機能、子育て環境など様々な視点から考えた場合、清水沢地域に安心して暮らしやすい環境
整備を進めていくことが必要となります。
　また、上記の表からわかりますように、年数を重ねるほど住環境・生活環境が悪化します。単に新規建て
替えのみを行うのではなく、今ある住宅を活用して高齢者の不安を解消するための機能改善、衛生的なユ
ニットバス化事業も取り組みながら住宅の改善を進めてまいります。
　平成22～27年までの１期計画では、南清水沢地区に平屋の住宅建設100戸、老朽住宅の除却650戸、機能改善
270戸を実施しますが、単に住宅のみの改善をおこなっても住み良い住環境とはなりません。今後、市民の
方々のアイディアや意見をいただきながら、市営住宅再編事業、新たなまちづくりを進めてまいります。

２．今後はどのように進むのか

�

除却する市営住宅
（清陵３区）

ユニットバスに改修した
住宅（南清水沢４丁目）

（平成22年４月現在）
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子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
目

的
と
し
て
、
中
学
校
修
了
前
の
子
ど

も
１
人
あ
た
り
１
万
３
千
円
（
平
成

　

年
度
）
を
支
給
し
ま
す
。

22
　

こ
の
手
当
は
、
従
来
の
児
童
手
当

の
内
容
を
変
え
て
新
た
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
、
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

３
月
末
現
在
、
児
童
手
当
の
受
給

者
の
方
は
、
新
た
な
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
帯
に
中
学
２
年
生
・
３
年
生
の

生
徒
が
い
る
世
帯
や
、
所
得
制
限
な

ど
で
児
童
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
世
帯
は
、
新
た
に
認
定
請
求
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　

申
請
が
必
要
と
思
わ
れ
る
世
帯
に

は
、
４
月　

日
に
案
内
文
と
認
定
請

30

求
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
確
認

く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
中

学
校
修
了
前
の
子
ど
も
を
養
育
し
、

そ
の
子
ど
も
と
一
定
の
生
計
関
係
が

あ
る
方
。

※
父
母
と
子
ど
も
が
別
居
し
て
い
る

場
合
で
も
、
受
給
者
が
父
母
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
支
給
日
】

初
回
支
給
日　

６
月　

日
（
木
）

10

支
給
日
は
、
６
月
、　

月
、
２
月
の

10

各
月　

日
（
土
日
祝
祭
日
は
そ
の
前

10

日
）
に
前
４
ヶ
月
分
を
支
給
し
ま
す
。

※
書
類
の
受
付
か
ら
認
定
ま
で
数
日

か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
新
た
に
認
定
請

求
を
す
る
子
ど
も
の
分
に
つ
き
ま

し
て
は
、
初
回
支
給
日
に
認
定
が

間
に
合
わ
な
い
場
合
、
月
１
回
の

決
め
ら
れ
た
日
（　

日
）
に
随
時

10

支
給
し
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
は
、
原
則
と
し
て
請

求
の
あ
っ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
平
成　

年
度
は
、
制

22

度
改
正
の
申
請
猶
予
と
し
て
、
９
月

　

日
ま
で
に
認
定
請
求
書
を
し
て
い

30た
だ
け
れ
ば
、
４
月
分
ま
で
遡
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
９
月　

日
を
過
ぎ

30

る
と
満
額
の
支
給
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
提
出
場
所
】

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ
、
南
支
所
、

各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

�
申
請
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
で
申

請
書
が
届
か
な
い
場
合
や
、
子
ど

も
が
外
国
に
住
ん
で
い
る
世
帯
、

国
籍
が
外
国
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
は
、
条
件
に
よ
り
支
給
の
対
象

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

�
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、
認

定
請
求
書
（
す
で
に
手
当
て
を
受

給
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
場
合

は
、「
額
改
定
認
定
請
求
書
」）
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
原
則
と
し

て
請
求
の
あ
っ
た
月
の
翌
月
分
か

ら
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、
申

請
猶
予
期
間
（
９
月　

日
ま
で
）

30

の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�
公
務
員
の
方
は
、
職
場
で
の
手
続

き
と
な
る
た
め
、
市
役
所
へ
の
申

請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

�
手
当
は
、
希
望
に
よ
り
市
の
子
ど

も
支
援
施
策
の
た
め
に
寄
附
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
、
市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
１
０
５
９

52

《
市
営
・
道
営
住
宅
》

入
居
資
格

※
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

※
公
営
住
宅
法
等
で
定
め
た
収
入
基

準
以
下
の
方
（
み
な
し
特
公
賃
住

宅
は
除
く
）

※
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

一
般
公
募
〔
一
般
住
宅
〕

公
営
住
宅

　

誉
（
常
盤
）
１
戸
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　

夢
（
平
和
）
２
戸
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

改
良
住
宅

　

栄
（
本
町
）
１
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
）

　

恵
（
末
広
）
１
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
）・
１

戸
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　

和
（
平
和
）
１
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
）

申
込
期
限　

一
般
公
募
５
月　

日
14

随
時
公
募
【
一
般
住
宅
】

市
営
住
宅
（　

戸
）
／
道
営
住
宅

36

（　

戸
）

13
【
み
な
し
特
公
賃
住
宅
】（
収
入
基
準

を
上
回
る
方
が
対
象
）

市
営
住
宅
（
千
代
田
地
区
）
１
戸

住
宅
使
用
料　

入
居
を
希
望
す
る
住

宅
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
農
林
建
設
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
南
支
所

　
�
　

│
３
１
１
９

52

入
居
資
格　

市
内
に
１
年
以
上
住
ん

で
い
る
、
概
ね　

歳
以
上
の
一
人
暮

65

ら
し
、ま
た
は
ご
夫
婦（
配
偶
者
は　
60

歳
以
上
）
の
方
で
現
在
住
ん
で
い
る

住
宅
で
日
常
生
活
が
困
難
な
方

募
集
戸
数　

１
戸

清
水
沢
清
陵
町　

Ａ
Ｐ
（
２
０
２
号

11

室 
２
階
）
耐
火
構
造
３
Ｄ
Ｋ

住
宅
料　

５
、
０
０
０
円

ほ
か
に
、
し
尿
処
理
負
担
金
２
、
８

０
０
円
、
入
浴
料
等
個
人
負
担
３
、

０
０
０
円
な
ど
必
要
で
す
。

申
込
期
限　

５
月
６
日
〜　

日
20

申
込
に
必
要
な
書
類

・
申
込
書
、
入
居
申
込
理
由
書

・
収
入
証
明
書
（
所
得
証
明
書
、
源

泉
徴
収
票
の
写
し
、
年
金
支
払
通

知
書
の
写
し
な
ど
）

・
非
課
税
証
明
書
ま
た
は
納
税
証
明

書
・
入
居
希
望
者
全
員
の
住
民
票
（
騰

本
）

申
込
・
問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
南
支
所

　
�
　

│
１
０
５
９

52

　

本
年
も「
市
営
鹿
の
谷
公
衆
便
所
」

が
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設
命

名
権
）
ス
ポ
ン
サ
ー
料
収
入
で
再
開

し
ま
す
。
施
設
名
は
「
夕
張
生
前
予

約
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
夕
張
汽
笛
が
聞
こ

え
る　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
夕
張
サ
ザ

ン
ク
ロ
ス　

支
援
ト
イ
レ
」
と
な
り

ま
す
。

開
設
期
間　
　

月
１
日
午
後
５
時

11

（
予
定
）
ま
で
で
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
８

52
鹿
の
谷
公
衆
便
所
が

使
用
で
き
ま
す

入
居
者
募
集

シ
ル
バ
ー
専
用
住
宅
入
居

者
募
集

子
ど
も
手
当
の
支
給
を
開
始

し
ま
す

����
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日
本
国
憲
法
第　

条
で
は
、
憲
法

96

の
改
正
は
、
衆
参
各
議
院
の
総
議
員

の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
で
国
会
が

発
議
し
て
国
民
に
提
案
し
、
国
民
投

票
に
よ
っ
て
過
半
数
の
賛
成
が
必
要

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
投
票
と
は
、
私
た
ち
が
憲
法

改
正
に
関
し
て
最
終
的
な
意
思
決
定

を
行
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
手
続
き
が

「
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
き
に
関

す
る
法
律
（
憲
法
改
正
国
民
投
票

法
）」
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

憲
法
改
正
国
民
投
票
法
は
、
平
成

　

年
５
月　

日
に
成
立
し
、
平
成　

19

14

22

年
５
月　

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

18

　

概
要
に
つ
い
て
、
広
報
ゆ
う
ば
り

５
月
号
の
折
込
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

総
務
省　

市
選
挙
管
理

委
員
会　
�
　

│
３
１
４
２

52

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、

重
い
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や
重
い

介
護
を
要
す
る
方
が
、
決
め
ら
れ
た

手
続
き
に
よ
っ
て
、
自
宅
な
ど
で
記

載
し
た
投
票
用
紙
を
選
挙
管
理
委
員

会
へ
郵
送
す
る
方
法
で
選
挙
権
を
行

使
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
度
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
肝

臓
機
能
障
害
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
新
た
に
次
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

肝
臓
の
障
害

身
体
障
害
者
手
帳　

１
級
・
２
級
・

３
級

戦
傷
病
者
手
帳　

特
別
項
症
、
第
１

項
症
・
第
２
項
症
・
第
３
項
症

問
合
せ
先　

市
選
挙
管
理
委
員
会

　
�
　

│
３
１
４
２

52

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
街
の
相
談

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
を
厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
方
…
本
間
輝
子
さ

ん
・
矢
野
雅
昭
さ
ん
・
奥
山
範
子
さ

ん
・
永
井
正
巳
さ
ん
・
平
村
美
千
子

さ
ん
の
５
名
で
す
。

�
人
権
常
設
相
談
所

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

　
�
０
１
２
６
│　

│
０
６
１
９

22

�
人
権
特
設
相
談
所

と
き　

６
月
１
日

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
２
時

10

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
（
清

水
沢
）

問
合
せ
先　

岩
見
沢
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
夕
張
支
部
事
務
局
（
市
市

民
保
険
グ
ル
ー
プ　
�
　

│
３
１

52

０
４

　

夕
張
市
で
は
、
既
存
住
宅
の
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
平
成　

年
23

６
月
１
日
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
死
者
数
の
半
数
以
上

が
高
齢
者
で
あ
り
、
死
に
至
っ
た
原

因
の
約
７
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
の
有
無
で
見
た
住
宅
火
災

１
０
０
件
あ
た
り
の
死
者
数
を
み
る

と
、
設
置
有
り
の
方
は
死
者
数
が
約

３
分
の
１
に
減
少
し
て
い
る
と
い
う

効
果
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
大
切
な

生
命
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
早
期
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
署

　
�
　

│
４
１
２
２

53

　　

山
や
街
を
豊
か
な
緑
と
す
る
た
め
、

生
活
環
境
の
緑
化
を
推
進
し
て
う
る

お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
街
を
目
指
し

て
緑
の
募
金
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所　

市
農
林
建
設
グ

ル
ー
プ
、
南
支
所
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
な
ど
公
共
施
設

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先　

市
農
林
建
設
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
２
４

52

　

ハ
イ
キ
ン
グ
や
山
菜
採
り
を
楽
し

む
季
節
の
到
来
と
と
も
に
、
林
野
火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　

林
野
火
災
が
発
生
す
る
原
因
の
多

く
は
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
ご
み

焼
き
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の

た
め
、
６
月
６
日
ま
で
を
「
山
火
事

予
防
強
調
期
間
」
と
し
て
予
防
運
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

入
林
の
際
に
は
、
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ポ
ケ
ッ
ト
吸
殻
入
れ
を
携
行
し
タ

バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
各
森
林
所
有
者
の
管
轄
事
務
所
に

届
出
（
市
有
林
は
入
林
許
可
手
続
不

要
）
を
し
て
か
ら
入
林
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
車
両
通
行
の
制
限
を
し
て

い
る
林
道
や
現
地
に
入
林
箱
設
置
さ

れ
て
い
る
林
道
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
国
有
林
】
空
知
森
林
管
理
署
森
林

ふ
れ
あ
い
係　
�
０
１
２
６
│　
22

│
１
９
４
０

【
道
有
林
】
胆
振
総
合
振
興
局
森
林

室
管
理
課
管
理
係　
�
０
１
４
４

│　

│
５
１
２
１

72

【
市
有
林
】
市
農
林
建
設
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
２
４

52

憲
法
改
正
国
民
投
票
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

早
期
設
置
を

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

緑
の
募
金 
５
月　

日
ま
で

31

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

����������

���������	
��

　市内には、３月末をもって閉校となっ

た中学校をはじめとして、閉鎖せざるを

得なかった市有財産が多数あります。

　市では財政再生団体として限られた事

業しか実施できないため、市として再活

用することは難しい状況です。

　市民の皆さんや団体、民間企業などの

力を借りた活用方法などについて、市民

の皆さんからのご意見ご提案を募集しま

す。募集期限はありませんので、アイ

ディアをお寄せください。

連絡先　市税務管財グループ

　�５２－３１２０
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も
も
倶
楽
部
で
は
、「
健
康
な
百

（
も
も
）
歳
を
目
指
し
楽
し
く
学
び

た
い
」
と
い
う
方
を
募
集
し
ま
す
。

受
講
資
格　
　

歳
以
上
の
市
民

60

定
員　
　

名
40

受
講
料　

年
間
運
営
費
（
教
材
費
）

と
し
て
２
、
０
０
０
円
と
視
察
研
修

の
交
通
費
な
ど

申
込
期
間　

５
月
６
日
〜　

日
25

も
も
倶
楽
部
の
日
程
（
受
講
時
間
は

午
前　

時
〜
正
午
、
清
水
沢
地
区
公

10

民
館
、
視
察
研
修
は
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
）

【
６
月
１
日
】
開
講
式
・
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作
活
動
「
ぬ
り
え

を
楽
し
む
」

【
７
月　

日
】
講
話
「
地
上
デ
ジ
タ

13

ル
放
送
に
備
え
て
」

【
８
月　

日
】
創
作
活
動
「
季
節
を

24

詠
む
〜
俳
句
に
挑
戦
」

【
９
月　

日
】
視
察
研
修
「
バ
ス
ハ

15

イ
キ
ン
グ
！
」（
新
名
所
探
訪
）

【　

月　

日
】
講
話
「
健
康
に
つ
い

10

19

て
」

【　

月　

日
】
創
作
活
動
「
お
正
月

11

16

飾
り
を
つ
く
ろ
う
」

【　

月
７
日
】
鑑
賞
活
動
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ

12
を
楽
し
む
」・
閉
講
式

申
込
・
問
合
せ
先　

清
水
沢
地
区
公

民
館　
�
　

│
６
１
１
１

59

【
一
般
事
業
】

▼
健
康
食
品
普
及
活
動
事
業
（
夕
張

保
健
活
動
推
進
協
議
会
ほ
す
い
会
）

▼
学
習
会
「
夕
張
の
医
療
と
介
護
を

学
ぶ
」（
ゆ
う
ば
り
再
生
市
民
会
議
）

▼
夕
張
柔
道
連
盟
創
立　

周
年
記
念

60

第　

回
全
夕
張
柔
道
大
会
（
夕
張
柔

45
道
連
盟
）

▼
夕
張
サ
ッ
カ
ー
ユ
ー
ス
育
成
事
業

（
夕
張
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
）

▼
シ
ュ
ー
パ
ロ
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
運
営
事
業
（
シ
ュ
ー
パ
ロ
の
里

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
運
営
委
員
会
）

▼
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
「
命
の
バ

ト
ン
」（
夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

▼
野
球
少
年
団
推
進
事
業
（
夕
張
若

菜
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

▼
夕
老
連
世
代
間
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

（
夕
張
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

▼
平
和
運
動
公
園
の
天
然
芝
を
守
る

事
業
（
夕
張
サ
ッ
カ
ー
協
会
）

▼
夕
張
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交

流
事
業
（
夕
張
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
少
年
団
）

▼
野
球
少
年
団
推
進
事
業
（
紅
葉
山

ド
ン
ベ
ー
ズ
）

▼
野
球
少
年
団
推
進
事
業
（
清
水
沢

ラ
イ
オ
ン
ズ
）

▼
市
営
夕
張
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
運
営
・
管

理
・
補
修
事
業
（
ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク

ラ
の
会
・
夕
張
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
管
理
運

営
委
員
会
）

▼
夕
張
市
民
吹
奏
楽
団
創
立　

周
年

25

（
夕
張
市
民
吹
奏
楽
団
）

▼
夕
張
サ
ッ
カ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

育
成
事
業
（
夕
張
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
）

▼
幼
児
の
保
育
行
事
（
緑
ヶ
丘
保
育

園
）

▼
は
ま
な
す
記
念
相
撲
場
の
整
備
と

少
年
団
選
手
の
大
会
派
遣
（
夕
張
相

撲
連
盟
）

【
社
協
事
業
】

▼
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
開
設
（
社
協

若
菜
地
区
協
議
会
）

▼
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
開
設
（
社
協

南
部
地
区
協
議
会
）

▼
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
開
設
（
社
協

沼
真
地
区
協
議
会
）

▼
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
開
設
（
社
協

紅
登
地
区
協
議
会
）

▼
人
工
透
析
患
者
の
市
外
病
院
通
院

移
送
運
行
維
持
管
理
費
の
助
成
（
夕

張
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

問
合
せ
先　

市
地
域
再
生
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
４
１
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も
も
倶
楽
部
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

��������	
������
　特定健康診査は、国民健康保険加入者を対象に実施しています。

　平成21年度の受診者数は、583人で受診率は16.2％でした。前年度より少

なく、残念ながら目標受診率30％を達成することはできませんでした。

　平成21年度の健診結果では、メタボリックシンドローム予備群と該当者

は、全体の27％で、男女ともに高血圧・高血糖の有所見率が５割以上と高

い状況です。これらは、血管を傷め動脈硬化を進行させる要因です。

　値が少し高くても自覚症状はなく、健診を受けなければわかりません。

　自分の健康の確認に、ぜひ健診を受けましょう！

　今年度の健診日程は、詳細が決まり次第お知らせします。

平成21年度 有所見率
女性男性

20%52%
男性 85㎝以上

ウエスト径周囲内臓脂肪の蓄積
女性 90㎝以上

14%24%150mg/dl以上中性脂肪

血清脂質異常
2%4%40mg/dl未満

ＨＤＬコレステ
ロール

55%48%120mg/dl以上
ＬＤＬコレステ
ロール

53%59%130mmHg以上最高血圧
高血圧

25%38%85mmHg以上最低血圧
18%37%100mg/dl以上空腹時血糖

高血糖
82%78%5.2%以上HbAlc

保健師　　辻　弓香子

幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基

金
助
成
事
業
（
平
成　

年
度

22

上
期
分
）
決
定
し
ま
し
た

� � �� �
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自
分
で
野
菜
を
育
て
る
こ
と
で
季

節
を
感
じ
、
そ
の
成
長
と
お
い
し
さ

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月　

日　

午
前　

時

22

10

と
こ
ろ　

図
書
コ
ー
ナ
ー
前
（
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象
者　

小
学
生
以
上

参
加
料　

小
中
高
生 
５
０
０
円
、
一

般
１
、
０
０
０
円

定
員　
　

名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

20

め
切
り
）

持
ち
物　

移
植
ゴ
テ
、
軍
手

申
込
期
限　

５
月　

日
19

申
込
・
問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー

プ　
�
　

│
３
１
６
６

52

　

子
ど
も
の
発
達
や
育
児
の
知
識
に

つ
い
て
日
々
の
子
育
て
に
役
立
つ
情

報
の
提
供
、
体
験
学
習
を
す
る
教
室

で
す
。

�
カ
ン
ガ
ル
ー
コ
ー
ス

対
象　

妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
保
護
者

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
催
日
程
・
内
容

【
５
月　

日
・　

月　

日
】

14

11

12

　

子
ど
も
の
た
め
の
救
急
に
つ
い
て

の
講
義
と
実
習

【
７
月
９
日
・
１
月　

日
】

21

　

ス
キ
ン
ケ
ア
、
お
薬
に
つ
い
て
の

講
義

【
９
月　

日
・
３
月　

日
】

10

11

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ベ
ビ
ー
サ

イ
ン
に
つ
い
て
の
講
義
と
実
習

申
込
方
法　

実
施
日
の
前
週
金
曜
日

ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

�
コ
ア
ラ
コ
ー
ス

対
象　

１
歳
か
ら
４
歳
の
幼
児

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
夕

張
高
等
養
護
学
校

開
催
日
程　

６
月
か
ら
概
ね
月
１
回

開
催（
年　

回
）。
事
前
申
込
み
に
よ

11

る
登
録
制
で
す
。（
参
加
申
込
み
は

随
時
受
付
し
ま
す
。）

申
込
・
問
合
せ
先　

市
保
健
介
護
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
３
１
０
６

52

と
き　

６
月　

日
・　

日

17

18

と
こ
ろ　

恵
庭
市
市
民
会
館
大
会
議

室受
付
期
間　

５
月　

日
〜
６
月
４
日

24

問
合
せ
先　

市
消
防
署
予
防
グ
ル
ー

プ　
�
　

│
４
１
２
２

53

　

国
で
は
、
５
月
を
「
消
費
者
月
間
」

と
し
て
、
消
費
者
・
事
業
者
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
消
費
者
問
題
に
集

中
的
に
取
り
組
も
う
と
昭
和　

年
か

63

ら
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

〜
気
を
つ
け
よ
う
悪
徳
商
法
〜

　

マ
ル
チ
商
法
・
勧
誘
・
振
込
詐
欺
・

架
空
請
求
・
還
付
金
詐
欺
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
口
の
悪
徳
商
法
に
は
十

分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

お
気
軽
に
ご
相
談
を
！

 

消
費
生
活
相
談

夕
張
消
費
者
協
会

　
�
　

│
５
２
５
２

52

日
時　

月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　

９
時　

分
〜　

時

30

15

場
所　

市
役
所
２
階

受
験
資
格　

願
書
締
め
切
り
日
ま
で

に
２
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し

た
方

試
験
日　

８
月　

日
31

試
験
会
場　

受
験
票
に
よ
り
通
知

受
付
期
間　

５
月　

日
〜　

日
ま
で

10

28

に
最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
手
数
料　

６
、
７
０
０
円
相
当

の
北
海
道
収
入
証
紙

問
合
せ
先　

岩
見
沢
保
健
所
健
康
推

進
課　
�
０
１
２
６
│　

│
０
１

20

１
６ 

割
引
期
間

石
炭
博
物
館
・
ゆ
う
ば
り
化
石
館
・

炭
鉱
生
活
館
＝　

月　

日
ま
で
、
た

10

11

だ
し　

月
３
日
ま
で
の
土
・
日
・
祝

11

日
は
開
館
し
て
い
ま
す
。

幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
想
い
出
ひ

ろ
ば
＝　

月
３
日
ま
で

11

夕
張
市
美
術
館
＝　

月　

日
ま
で

10

11

市
民
割
引
対
象

一
般
料
金
の
半
額

割
引
方
法

免
許
証
・
保
険
証
な
ど
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の
を
窓
口
で
提
示
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先　

夕
張
リ
ゾ
ー
ト
㈱

　
�
　

│
３
４
５
６

52

お
い
し
い
野
菜
を
育
て
て

み
よ
う

す
く
す
く
育
児
教
室
を

開
催
し
ま
す

平
成　

年
度

22

調
理
師
試
験
の
実
施

防
火
管
理
者
（
甲
種
）
講

習
会

守
ろ
う 
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

石
炭
の
歴
史
村
・
幸
福
の
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
想
い
出
ひ
ろ
ば　

市

民
割
引
料
金
を
実
施
し
ま
す

備考市民料金一般料金施設名

子どもは４歳
～小学生

600円1200円
石炭博物館（大人）

単館

　　同　　（中高生）
350円700円　　同　　（子ども）

※石炭博物館
に入館の場合
無料
大人は中学生
以上
子どもは４歳
～小学生

250円500円炭鉱生活館（大人）
150円300円　　同　　（子ども）
150円300円ゆうばり化石館（大人）

100円200円　　同　　 （子ども）

250円500円
幸福の黄色いハンカチ
想い出ひろば（大人）

150円300円　　同　　　 （子ども）

350円700円夕張市美術館（大人）
250円500円　　同　　　（高校生）

４歳～中学生150円300円　　同　 （小中学生）
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心
の
健
康
問
題
を
抱
え
た
人
や
家

族
な
ど
に
対
し
て
、
精
神
科
医
師
な

ど
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
機
関　

岩
見
沢
保
健
所

申
込
方
法　

電
話
に
よ
る
予
約
制
で

す
。
予
約
の
受
付
は
、
相
談
日
前
日

の
午
前
中
ま
で
で
す
。

申
込
先　

岩
見
沢
保
健
所　

子
ど

も
・
保
健
推
進
課
精
神
保
健
福
祉

係　

岩
見
沢
市
８
条
西
５
丁
目

　
�
０
１
２
６
│　

│
０
１
２
１

20

※
定
例
相
談
以
外
で
も
随
時
、
岩
見

沢
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
係
保
健

師
が
面
接
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 

と
き　

５
月　

日 
午
後
１
時

15

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

内
容　

・
夕
張
岳
の
花
の
ス
ラ
イ
ド

上
映　

・
北
海
道
エ
ゾ
シ
カ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て　

・
環
境
保
全
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て

入
場
料　

無
料

問
合
せ
先　

ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の

会
事
務
局 
水
尾　
�
　

│
３
３
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気
象
庁
で
は
、
５
月　

日
か
ら
気

27

象
警
報
・
注
意
報
を
各
市
町
村
を
対

象
に
発
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、「
空
知
地
方
」、「
南

空
知
地
方
」
と
し
て
発
表
し
て
い
ま

す
が
、
５
月　

日
か
ら
は
「
夕
張
市
」

27

と
し
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
雷
・
竜
巻
の
１
時
間
先
ま

で
の
予
報
が
可
能
な
「
竜
巻
発
生
確

度
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」と「
雷
ナ
ウ
キ
ャ

ス
ト
」
も
同
時
に
開
始
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

詳
細
な
内
容
は
気
象
庁
ホ
ー
ム

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/

        
 
 
   
        
ま
で

　
「
歯
の
衛
生
週
間
」（
６
月
４
日
〜

　

日
）
に
併
せ
て
、「
親
と
子
の
よ
い

10歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　

昨
年
度
、
３
歳
児
歯
科
健

康
診
査
を
受
け
た
幼
児
と
親
（
父
母

ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

応
募
資
格　

幼
児　

３
歳
児
歯
科
健
康
診
査
時
に

む
し
歯
が
無
く
、
歯
口
清
掃
状
態
が

良
好
な
幼
児
。

た
だ
し
、
初
期
の
む
し
歯
で
治
療
が

さ
れ
て
い
る
場
合
は
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

親（
父
ま
た
は
母
）　

む
し
歯
が
無
い
、

ま
た
は
、
む
し
歯
が
あ
っ
て
も
治
療

を
完
了
し
た
方

開
催
日　

６
月
３
日

開
催
場
所　

岩
見
沢
保
健
所
（
岩
見

沢
市
８
条
西
５
丁
目
）

申
込
期
限　

５
月　

日
14

申
込
・
問
合
せ
先　

岩
見
沢
保
健
所

健
康
推
進
課　
�
０
１
２
６
│　
20

│
０
１
１
６

募
集
対
象　

満
３
歳
か
ら
親
の
就
労

に
か
か
わ
ら
ず
入
園
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

随
時
受
付

保
育
時
間

Ａ
コ
ー
ス
８
時　

分
〜　

時

20

15

Ｂ
コ
ー
ス
８
時
〜　

時
18

　
　
　
（
時
間
を
延
長
し
ま
し
た
。）

申
込
・
問
合
せ
先　

緑
ヶ
丘
保
育
園

　
�
　

│
１
７
０
０
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次
号
、
６
月
の
広
報
ゆ
う
ば
り

 
は
６
月
１
日
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
に
は
ご
相
談
を

心
の
健
康
相
談

市
民
講
演
会

市
民
参
加
に
よ
る
環
境
保

全
を
考
え
る

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を

市
町
村
ご
と
に
発
表

親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル

緑
ヶ
丘
保
育
園

園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す

���������	


人　口 11,213人（－　92人）　
　男 5,237人（－　58人）　
　女 5,976人（－　34人）　
世帯数 6,076世帯（－34世帯）

（　）は前月比

��������

とき　５月８日 11時30分～15時
　　　　　９日 10時～14時
ところ　石炭の歴史村
　　　　　　（味のハイロード）
内容　ちびっこビルダー体験、出店

コーナー、抽選会など
問合せ先　夕張桜守　�52－0777

会 場日　　　時

市保健福
祉 セ ン
ター

10：00～12：00５月12日

13：30～15：30８月９日

10：00～12：0011月10日

13：30～15：30３月14日

心の健康相談日程
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平
成　

年
２
月　

日
生
ま
れ

19

20

鹿
の
谷
３
丁
目

父・彰良さん　　母・愛さん

　このコーナーに掲載する乳幼児の写真をお待ち
しています。
�送り先　総務グループ（�52－3170）


